
年
高
等
師
範
学
校
の
助
教
授
と
な
っ
た
。
同
校
の
図
画
教
師
は
鉛
筆
画
教
育
の

白
浜
徴
の
起
用

図
画
教
育
改
革
を
企
図
す
る
正
木
直
彦
が
そ
の
責
任
者
と
し
て
選
ん
だ
の
は

白
浜
徴
で
あ
っ
た
。
正
木
は
図
画
取
調
委
員
会
に
先
き
立
っ
て
、
明
治
三
十
四

年
十
一
月
二
十
六
日
に
高
等
師
範
学
校
助
教
授
で
あ
っ
た
白
浜
を
東
京
美
術
学

校
の
教
授
と
し
て
迎
え
、
教
員
養
成
課
程
の
指
導
を
委
ね
た
。

白
浜
は
五
島
藩
士
白
浜
久
徴
（
文
久
三
年
家
老
職
。
維
新
後
京
都
、
次
い
で
東
京

で
新
政
府
官
吏
を
つ
と
め
た
。）
の
子
と
し
て
慶
応
元
年
に
福
江
に
生
ま
れ
、
長
崎

外
国
語
学
校
、
東
京
大
学
予
備
門
（
正
木
直
彦
と
同
期
）
を
経
て
明
治
二
十
二
年

九
月
東
京
美
術
学
校
に
入
学
。
同
二
十
七
年
七
月
同
校
絵
画
科
を
卒
業
し
、
翌

⑩ 
は
こ
う
し
た
一
連
の
動
き
と
不
可
分
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

に
教
育
的
観
点
か
ら
見
直
し
て
教
育
課
程
に
取
り
込
む
と
い
う
方
針
の
も
と
に

国
定
教
科
書
『
毛
筆
画
手
本
』
『
鉛
筆
画
手
本
』
（
明
治
三
十
七
年
）
、

『
毛
筆

画
帖
』
『
鉛
筆
画
帖
』
（
同
四
十
二
年
）
、

『
新
定
画
帖
』
（
同
四
十
三
年
）
等
が
編

纂
さ
れ
、

「
教
育
的
図
画
の
時
代
」
が
到
来
す
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
委
員
会
の
結
論
の
な
か
に
は
東
京
美
術
学
校
と
の
関
係
上
、
特
に
注

目
す
べ
き
条
項
が
あ
る
。
そ
れ
は
教
員
雅
成
法
の
第
一
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

「
特
別
養
成
所
設
置
ノ
必
要
」
で
あ
る
。
東
京
美
術
学
校
で
は
既
に
明
治
三
十

二
年
以
来
、
年
報
に
図
画
講
習
科
を
拡
張
し
て
教
員
養
成
法
を
確
立
す
る
案
を

示
し
て
い
た
が
、
三
十
四
年
度
年
報
で
は
「
図
画
教
員
養
成
科
」
と
い
う
名
称

で
、
次
い
で
正
木
校
長
就
任
後
の
三
十
五
年
度
年
報
以
降
は
「
図
画
師
範
科
」

と
い
う
名
称
で
教
員
養
成
を
目
的
と
す
る
科
の
増
設
を
文
部
省
に
要
請
し
、
明

治
四
十
年
に
は
図
画
師
範
科
が
設
置
さ
れ
る
。
「
特
別
養
成
所
設
置
ノ
必
要
」

泰
斗
小
山
正
太
郎
辞
職
後
岡
吉
寿
（
号
不
崩
。
東
京
美
術
学
校
中
退
）
が
毛
筆
画
を

教
え
、
そ
の
後
任
と
な
っ
た
の
が
白
浜
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
教
育
法
は
東
京
美

術
学
校
の
絵
画
（
日
本
画
）
教
程
、
つ
ま
り
、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
、
岡
倉
覚
三
ら
の
考

案
に
成
る
、
臨
画

・
写
生

・
新
案
の
三
科
目
に
絵
画
の
三
要
素
で
あ
る
線

・
濃

淡

・
色
彩
の
練
習
を
組
み
合
せ
た
教
程
を
採
り
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し

い
。
彼
は
同
校
在
職
中
か
ら
尋
常
師
範
学
校

・
尋
常
中
学
校

・
高
等
女
学
校
教

員
検
定
委
員
を
つ
と
め
、
『
日
本
臨
画
帖
』
八
冊
（
三
十
年
）
、

『
日
本
臨
画
帖

教
授
法
』
（
同
年
）
、

『
高
等
小
学
日
本
臨
画
帖
』
八
冊
（
三
十
一
年
）
、
『
中
等
画

手
本
（
本
多
天
城
と
共
著
。

三
十
三
年
）
、

『
女
子
高
等
画
帖
』
（
川
端
玉
章
と
共
著
。

同
年
）
な
ど
の
著
述
が
あ
っ
た
。
オ
気
換
発
、
特
に
英
語
は
抜
群
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
る
。
正
木
は
白
浜
の
抜
擢
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

慮
が
明
治
三
十
四
年
に
、
私
が
嘗
校
〔
東
京
美
術
学
校
〕
に
就
職
す
る
や
う

に
な
る
こ
と
に
な
り
、
私
も
岡
甕
赦
育
に
多
少
興
味
を
持
つ
て
居
り
ま
し
た

の
で
、
白
濱
先
生
に
高
等
師
範
に
於
い
て
行
っ
て
居
た
と
は
違
っ
た
、
も
っ

と
別
な
方
法
は
な
い
も
の
か
と
言
っ
て
、
高
等
師
範
の
方
か
ら
束
て
赦
員
養

成
に
あ
た
つ
て
貰
ふ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
営
時
中
等
数
員
の
固
甕
教
育
を

奈
何
に
す
べ
ぎ
か
と
い
ふ
事
を
考
へ

、
文
部
嘗
局
に
も
進
言
し
て
、
此
の
方

面
に
同
じ
考
え
を
持
つ
者
を
糾
合
し
て
、
文
郡
省
に
圏
聾
赦
育
取
調
委
員
會

と
い
ふ
も
の
の
設
置
を
見
る
に
到
り
ま
し
た
。
此
慮
に
於
い
て
國
定
数
科
書

の
編
纂
と
も
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
漸
く
圏
霊
赦
育
を
研
究
し

や
う
と
す
る
氣
運
が
起
り
、
白
濱
先
生
も
亦
斯
道
の
研
究
に
熱
心
だ
っ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

（
「
挨
拶
」

『
白
浜
先
生
還
暦
記
念
』
大
正
十
五
年
、
編
集
代
表
今
井
伴
次
郎
）
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小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
女
学
校
等
の
図
画
に
関
す
る
諸
規
定

ィ
、
フ
ラ
ン
ツ
、
ラ
イ
ン
の
方
法

諸
説
に
共
通
の
理
念
お
よ
び
日
本
の
現
状

図
画
を
普
通
教
育
に
加
え
る
理
由

図
画
教
授
の
順
序
臨
画
、
写
生
画
、
幾
何
画
（
幾
何
画
法
、
投
影
画
法
、
陰

影
画
法
、
透
視
画
法
）
、
考
案
画
（
図
案
、
作
画
、
作
画
準
備
と
し
て
の
記
憶
画
）

教
授
の
実
際
教
授
科
目
の
連
絡
、
教
材
の
選
択
、
講
話
、
教
授
用
備
品

お
よ
び
設
備

ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
、

ペ
ー
ト
ル

・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ

・
オ
ッ
ト
、

ジ
ュ
フ

普
通
教
育
図
画
の
歴
史

教
育
学
大
要

図
画
教
育

序
論現
状

の
と
お
り
で
あ
る
。

講
義
方
針
、

ヨ
ハ
ン

・
ラ
ム
ザ
ウ
エ
ル
、

こ
の
「
高
等
師
範
に
於
い
て
行
っ
て
居
た
と
は
違
っ
た
、
も
っ
と
別
な
方

法
」
と
は
「
普
通
教
育
に
於
け
る
図
画
取
調
委
員
会
」
の
項
で
触
れ
た
新
し
い

教
員
養
成
法
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
教
授
就
任
早
々
の
白
浜
の
講
義
に
つ
い
て
言
う
と
、
明
治
三
十
年
代

の
東
京
美
術
学
校
で
は
図
画
教
員
志
望
者
（
日
本
画
科
、
西
洋
画
科
、
図
案
科
の

生
徒
に
限
る
。
）

は
最
終
学
年
で
「
教
育
学
」
を
履
修
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
白
浜
は
教
授
就
任
と
と
も
に
蔵
原
惟
郭
に
替
っ
て
こ
の
科
目
を
担

当
し
た
が
、
そ
の
講
義
に
つ
い
て
は
現
在
西
方
春
叢
の
筆
記
ノ
ー
ト
（
明
治
三
十

五
と
――
十
六
年
筆
記
）
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
項
目
を
掲
げ
れ
ば
お
よ
そ
次

日
本
教
育
史
大
要
、
西
洋
教
育
史
大
要
、
学
校
教
育
の

毛
筆
画
、
鉛
筆
画
、
水
彩
画
、
用
器
画

教
材
お
よ
び
教
授
法

教
師
の
心
得

図
画
教
育
参
考
書

白
浜
は
教
授
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
既
述
の
図
画
取
調
委
員
会
や
翌
三
十

六
年
の
小
学
校
図
画
国
定
教
科
書
編
纂
委
員
会
、
文
部
省
図
画
教
授
法
講
習

会
、
図
画
教
育
会
な
ど
を
舞
台
と
し
て
活
躍
し
た
。
三
十
七
年
発
行
の
国
定
教

科
書
『
毛
筆
画
手
本
』
の
挿
画
は
白
浜
の
執
筆
で
あ
る
（
『
鉛
筆
画
手
本
』
は
小
山

正
太
郎
）
。
そ
の
間
、
各
地
の
学
校
の
実
情
調
査
を
行
い
、
ま
た
、
西
欧
の
図
画

教
育
理
論
の
研
究
に
も
っ
と
め
、
留
学
後
図
画
師
範
科
初
代
教
授
と
な
る
。

下
村
観
山
の
英
国
留
学

明
治
三
十
五
年
八
月
一
日
、
教
授
下
村
観
山
は
ニ
ケ
年
の
英
国
留
学
を
命
ぜ

ら
れ
、
日
本
画
家
と
し
て
初
め
て
国
費
留
学
の
途
に
着
く
こ
と
と
な
っ
た
。
特

に
日
本
美
術
院
の
有
カ
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
観
山
が
選
ば
れ
た
の
は
正
木
校
長
の

政
治
的
配
慮
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
決
定
に
対
し
て
は
日
本
画
法
を

破
壊
す
る
と
か
国
費
濫
用
だ
と
か
の
議
論
が
起
こ
り
、
新
聞
に
も
そ
れ
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

『
都
新
聞
』
（
同
年
九
月
二
十
三
、
二
十
四
、
二
十
六
日
）
は

好
意
的
に
扱
っ
て
観
山
の
談
話
筆
記
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
れ
は
観
山
の
考
え

を
知
る
数
少
な
い
資
料
の
―
つ
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
特
に
同
じ
美
術
院
で
横

山
大
観
や
菱
田
春
草
が
朦
朧
体
の
悪
評
を
蒙
り
な
が
ら
日
本
画
革
新
の
運
動
を

続
け
て
い
た
時
期
の
観
山
の
考
え
を
知
る
材
料
と
な
る
の
で
こ
こ
に
掲
載
す

る。
⑪
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